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第１回学校評価委員会、第２回学校運営連絡協議会の報告 
 

主幹教諭 大澤 弘幸 
  

11 月８日（木）に第１回学校評価委員会、第２回学校運営連絡協議会を開催しました。それぞれの会

議の概要を紹介いたします。 
 

〇第１回学校評価委員会 

学校評価委員会は、学校運営連絡協議会の中に位置付けられ、主に学校評価について検討、結果の分

析等を行っています。 

今年度の学校評価の質問項目について検討しました。協議の結果、より学校経営に対する具体的な評

価になることを期待し、学校経営計画の目標に基づく質問に変更しています。また、保護者、施設職員

の皆様、外部専門員、教職員と質問内容を同様にし、回答の比較ができるようにしました。 

保護者の皆様には、依頼文を 11 月 13 日（月）に郵送いたしましたので、御確認いただき、御回答く

ださいますようによろしくお願いします。御不明点がありましたら御気軽にお問合せください。 
 

〇第２回学校運営連絡協議会 

 学校運営連絡協議会では、学校評価委員会で決定した学校評価について共有を図り、学校運営の進捗

状況、令和７年度の分教室化後の地域連携等について、協議委員の皆様と情報共有、情報交換いたしま

した。協議会を通して地域連携の強化を図ることができました。 
 

また、会議の前には協議委員の皆様に授業も参観していただき、授業や本校の取り組みに対して、評

価をいただきました。 

第２回学校評価委員会、第３回学校運営連絡協議会は令和６年２月８日（木）に開催いたします。 

地域に愛される学校をめざして 
副校長 田中 大輔  

 本校では以前から地域貢献活動として、本校の畑で収穫した野菜の地域のお宅へのお届け、幼稚園や

高齢者施設などの窓拭き、公園のごみ拾いなどを行っています。今年度はこれまでの活動に加え、10 月

20 日（金）には民族歌舞団荒馬座の校内公演にふじ幼稚園の園児さんを御招待しました。また、11月８

日（木）には野菜配布会として本校を会場として、さつま芋を地域の皆様にお配りしました。 

 この野菜配布会に向けて、畑での収穫（芋堀り）と袋詰め、引換券の作成と自治会館へのお届け、看

板製作など、全校児童・生徒で準備を進めました。本校近隣の椎の木台自治会の会長様には、回覧板や

自治会館掲示板で近隣の皆様へ周知いただくとともに、事前に自治会館で引換券の配布をしていただき

ました。 

当日の午前 11時 40 分、全校児童・生徒が正面玄関前に集合し、配布会がスタート。40 枚用意した引

換券は全てお配りしていただいたものの、実際に何人位の方がいらっしゃるか、若干の不安がありまし

たが、結果は大盛況でした。50 名以上の地域の方々に御来校いただき、用意したさつま芋をお持ち帰り

いただきました。引換券を受け取ったり、さつま芋の袋をお渡ししたり、いらっしゃった方から温かい

言葉をかけていただいたりと会場のいたる所で児童・生徒と地域の方々の交流が生まれ、和やかな時間

となりました。 

分教室化に伴い学校規模は縮小しますが、地域の皆様に愛され、そのお力をお借りすることで、活気

あふれる学校となるよう今後も交流を行ってまいります。 
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12 月の予定 
1 金 高等部校内実習 

2 土  

3 日  

4 月 身体計測（高等部男子） 

5 火 

笑顔と学びのプロジェクト 

よんぽうウインドアンサンブル（木管五重

奏） 

身体計測（小学部） 

6 水 身体計測（中学部） 

7 
木 歯科保健指導（高等部） 

身体計測（高等部女子） 

8 金 漢字検定 

9 土  

10 日  

11 月  

12 火 避難訓練（火災） 

13 水 
摂食指導 

槇の実特別支援学校との交流（高等部） 

14 木 千葉ホークス選手との交流会 

15 金 しいの木集会 

16 土  

17 日  

18 月  

19 火  

20 水  

21 木 短縮授業日 13：50 下校 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月 
２学期終業式 

給食終 

26 火 冬季休業日始 

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

 

小学部 

生活単元学習の「収穫祭をしよう」では、自然や秋野菜に親しむために、

秋野菜のさつま芋の収穫やさつま芋を使った調理学習に取り組みました。

麦わら帽子や長靴を着用し、準備を整えてから畑に行きました。高学年の

児童には、リヤカーを押してもらいました。畑に到着すると、順番に土を

掘り、さつま芋をかごに入れるなど、収穫を楽しむことができました。 

収穫したさつま芋を使って調理学習を行いました。卵と牛乳を混ぜる、

さつま芋をつぶす等の役割を分担して、ホットケーキ作りに挑戦しまし

た。授業内で、ごみや食器類の片付けもできるようになりました。今後も、

自分の役割を意識し、準備や片付けの仕方や習慣が身に付くように指導や

支援を行ってまいります。     （文責：山田 麻衣） 

                                                                                             

中学部 

 家庭科では、ピザ作りを行っています。餃子の皮にピザソースを塗り、

ソーセージ、チーズをのせる工程を生徒が担当し、その後に、教員がホッ

トプレートで焼きます。ピザソース、ソーセージ、チーズをそれぞれのカ

ップに入れることで、作業の手順が分かりやすくなり、生徒たちは主体的

に活動に向かうことができました。この授業をとおして生徒が自分から主

体的に活動するためには教員の入念な授業準備が欠かせないということ

を改めて確認しました。生徒がさらに自信や見通しをもって活動に取り組

めるように授業の充実を図っていきます。 

                      （文責：江口 太郎） 

高等部 

 高等部では、都立知的障害特別支援学校キャリア教育研究会・清掃

技能検定部会が主催する清掃技能検定に参加しています。10 月に東京

ビルメンテナンス協会の方に審査員をしていただき、校内で清掃技能

検定を実施しました。 

作業学習の時間に、校内清掃と並行してチャレンジする清掃種目の

練習を積んできました。２名の生徒がテーブル拭き１級、洋式トイレ

１級にそれぞれ合格しました。検定の良さは、判定基準が明確になっ

ていることです。練習では、判定基準に照らし合わせながら、良い点、

悪い点を確認し、準備を進めてきました。次回は１月に行います。検

定への練習を通じて、自分の清掃技能の

現在位置を知ることは、客観的に自分の

スキルを知ることにもなります。級数に

とらわれず「できることを増やす努力」

を大いに称え、地道に練習に励めるよう

指導していきます。（文責：古山 武） 



 
 


